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會 員 動 靜

薹灣總督府醫院長　 近 藤 喜 一

依願免本官　 (六月二十二日)

古 田 壽 次

三 木 良 定

任陸軍二等軍醫

陸軍二等軍醫　古 田 壽 次

補歩兵第三十九聯隊附

陸軍二等軍醫　三 木 良 定

補歩兵第十聯隊附

歩兵第二十二聯隊附
　陸 軍 一 等 軍 醫　岡 田 俊 之

歩兵第二十 二聯隊附被仰付　 (六月三十日)

横須賀海軍病院部員
　兼敎官 海軍軍醫大尉　伊 藤 愼 一

補加古軍醫長兼分隊長　 (七月一日)

製鐵所醫官　永 松 休 光

三級 俸 下 賜　 (六月三十日)

薹灣總督府醫院醫長　近 藤 喜 一

三級 俸 下 賜　 (六月二十二日)

○淸 水,柿 沼兩敎授の動靜　 兩君は海上無恙布哇に到着せられ し旨通信あり.兩君共 に「アメ リカ」巡遊後直

に渡歐せ らるる筈な り

○秦 佐 八郎君　 「サル ヴルサ ン」黴毒血淸標準會議に本邦代表 と して渡歐せ られた る同君は去月 二十三 日

無事歸朝せられた り

○蓮井 直衞君　 曩に渡歐せ られた る同君は六月一 日伊太利「ナポ リ」上陸巴里を經て伯林に入 り暫時同地

に滯在 し居られ しが ウイ ン,ブ タペス ト經由伊太利に到着せ られた り

○力丸 匡君　 は豫て 日本毛織會社姫路工場病院に勤務 し居られ しが今般同院を辭 し姫路市竪町に於て

開業せられた り

○大塚 〓三君　 は豫て岡山醫科大學に於て研究中なりしが今般同學を辭 し再び愛媛縣吉田町吉田病院に

於て診療に從事せ られた り

○松村 光雅君　は先般より宇治山田市日本赤十字社宇治山田支部病院に勤務せられたリ

○小林和三郎氏入會　本會々員の退會する者可なり多き時に當り大島療養所長小林氏は令同本會に入會せ

られたり.同 氏の篤志を謝すると共に好學の士の本會に入會せられんことを切に希望す

森一郎君逝く　君は岡山醫科大學在學中病に罹り自宅に於て靜養中なりしが醫藥其效を奏せず本月

十九日遂に遠逝せられたりと洵に痛惜に堪へす謹みて弔意を表す
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雜 報　 1535

◎學 位授與　 廣畑龍造君は論文を京都帝國大學醫學部に提出し學位を請求し居られしが六月二十三日

の敎授會を通過し今般醫學博士の學位を授與せられたり其主論文は左の如し

葫蘆科植物種子蛋白質ノ研究

内藤業太郎 君は 論文を大阪醫科大學に提出 し學 位を請求 し居 られ しが六月二十一 日の敎授會を通過 し今般

醫學博士の學位を授與せ られた り其主論文は左の如 し

諸種「ア ミン」化 合體 ノ菱酒釀母〓酵 ニ及 ボス影響 ニ就テ

小林藤 次,小 堀文哉,西 尾修五郎,蓮 池堯民の四君は論文を岡山醫科大學に提出 し學 位を請求 し居 られ し

が去六月 四日の敎 授會を通過 し本月二 日醫學博士の學位を授與せられた り其主論文及び 參 考論文は左の如

し

小 林 藤 次 君

主 論 文

鬱積性黄疽及 ビ膽汁酸注射 ニヨル家兎 ノ五單糖尿 ニ就テ(獨 文)

(昭和三年生化學雜誌第九卷第一號 ニ掲載)

參 考 論 文

1.　沃度「フヱラ トーゼ」ノ靜脉内注射 ニヨル家兎腎臟 ノ糸毬體 内毛細 血管内皮ノ形態

竝 ニ機能 ニ關 スル實驗的研究(邦 文)

(昭和 二年五月東京醫學會雜誌第四一卷第五號ニ掲載)

2.　家兎 ノ骨髓,肝 臟 及ビ脾臟 ニ於 ケル鐵嗜好細胞 竝 ニ「カル ミン」嗜好細胞 ニ就テ(邦 文)

(大正十三年十二月東京醫學會雜誌第三八卷第一二號 ニ掲載)

3.　 沃度加里 ト鐵「フマ トーゼ 」トノ重複注射竝 ニ沃度「フヱ ラ トーゼ」ノ靜脉 内反覆注

射 ガ家兎 ノ肺,肝 及 ビ腎,三 臟器 ニ及 ボス影響 ニ就テ(邦 文)

(昭和二年五月東京醫學會雜誌第四一卷第五號 ニ掲載)

4.　 鮎 ノ膽汁酸 ニ就 キテ(邦 文)

(昭和二年六月本會雜誌第三九年第六號 ニ掲載)

5.　黴毒性貧血ニ就テ(邦 文)小 林藤 次,岩 男督共著

(大 正十三年五月治療及 ビ處方第 五〇號掲載)

小 堀 文 哉 君

主 論 文

除腦硬直 ニ就テ(邦 文)

(昭和三年八月本會雜誌 ニ掲載 ノ豫定)

參 考 論 文

1.　皷腹試驗 ニ於 ケル刺戟傅達 ノ徑路ニ就テ(邦 文)

(昭和三年二月本會雜誌 ニ掲載)
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1536　 雜 報

2.　 脊髓 ノ糖原 消費竝ニ炭酸排泄 ニ及ボ ス「ス トリヒン」ノ影響 ニ就 テ(邦 文)

(昭 和三 年七月本會雜誌 ニ掲載)

3.　 中樞神 經系 ノ含水炭素代謝 ニ就テ ノ研究續報其 ノ四(獨 文)

(一九二六年獨逸生化學雜誌第 一七三卷 ニ掲載)

4.　 含水炭素 代謝 ノ知見 其 ノニ(獨 文)

(一九二七年獨逸化學雜誌第一〇八卷 ニ掲載)

5.　 生體 ノ「ホルモ ン」及 ビ糖原形成機能 ニ及 ボス食 飼中ノ鑛物質食量 ノ影響ニ就テ(獨 文)

(一九二七年獨逸生化學雜誌第一八○卷ニ掲載)

6.　 榮養素 ノ特異 力學的作用ニ就テ其 ノ五(ア ベ リン,小 堀共著)(獨 文)

(一九二七年獨逸生化學雜誌第一八○卷 ニ掲載)

7　 榮養素 ノ特異力學的作用 ニ就テ其 ノ六(ア ベ リン,小 堀共著)(獨 文)

(一九二七年獨逸生化學雜誌第 一八六卷 ニ掲載)

8　 甲状腺 ノ物質代謝作用ニ對 スル脂 肪ノ意 義 ニ就テ(ア ベ リン,ゴルテ ナー,小堀 共著)(獨 文)

(一九二六年獨逸生化學雜誌第一七四巻 ニ掲載)

西 尾 修 五 郎 君

主 論 文

迷路内骨新生 ニ就テ ノ實驗的研究(邦 文)

(耳鼻咽喉科臨 牀第二一卷第三號 ニ掲載)

參 考 論 文

1.　 中耳炎 ノ際 ニ於 ケル皷室内骨及 ビ軟骨新生 ニ就テ(邦 文)

(昭和三年七月本會雜誌 ニ發表 ノ豫定)

2　 耳石及 ビ其生成 ニ就テ(獨 文)

(耳鼻咽喉科寳函第一 一五卷 ニ掲載)

3.　 迷路整位反射 ノ中樞性機轉 ニ就テ(獨 文)

(ウヰ ーン大學神徑學敎 室報告第二九卷 ニ掲載)

4.　 岩樣骨 ニ於 ケル白血病性變化 ニ就テ(獨 文)

(耳鼻咽喉科時報第 一六卷 ニ掲載)

蓮 池 堯 民 君

主 論 文

脾臟及 ビ骨髓機能 ニ關スル實驗的研究(邦 文)

第一報告(大 正十四年十二月本會雜誌第四三一 號 ニ掲載)

第二報告(昭 和三年四月本會雜誌第四五九號 ニ掲載)
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參 考 論 文

1.　「フイブ リノゲーン」定量法 ニ就デ(邦 文)

(昭和三年七月本會雜誌 ニ發表 ノ豫定)

2.　 「テル ミン」ノ家兎血壓 ニ對ス ル作用 ニ就 テ(蓮 池堯民,吉 田豊太共著)(邦 文)

(昭 和三年十月本會雜誌ニテ發 表 ノ豫定)

3.　「テル ミン」ニヨル發熱時 ニ於 ケル水分及 ビ食鹽代謝 ニ關 スル實驗的研究(邦 文)

(昭和三年九月本會雜誌 ニテ發表 ノ豫定)

4.　 「チフス」患者ニ於 ケル血漿膠質安定性ニ就テ(獨 文)

(昭和三年一月本會雜誌第四五六號 ニ掲載)

5.　腸「チフス」ト黄疽(三症例及ビ剖檢例)(邦 文)

(昭和三年二月 日本傅染病學會雜誌第二卷第二號 ニ掲載ス)

6.　特發性小板減少症 ニ就テ(邦 文)

(大正十四年八月本會雜誌第四二七號ニ掲載ス)

◎ 札 幌 通 信　 當地方在住の同〓相集 ひて,耳 鼻咽喉 科學會の總會に御出席になつた田中學長の歡迎會

を,七 月十四 日晩豊平館で開く.

名物の生 ビールに 口を潤 しながら,先 生を中心に懷舊談に花 を咲かせる.今宵は ことさら夏の夜の短 さを感

ず る.更 に席を旗亭幾代に改めて,北 海道情調を御紹分す る.

出 席 者 人 名

田 中 先 生　淸 住 要　 中 島 不 〓 器　 山 根 文 士

黄 田 克 巳　 河 野 英 夫　 前 田 順 平　 小 西 眞 尚

篠 原 一 幸

◎ 本 會 役 員 會　 本月五日午後四時四十分 より岡山醫科大學 會議室に て本會役員會を開 き本年度豫算

に就 き協 議 し原案を可決 し午後五時二十分散會せ り當 日の田席者は左の如 し

田中會長,畑.濱 崎,奥 島,上 代,好 本.武 田,津 狙,遠 藤,安 藤,赤 澤,皆 見,關 場の各評議員

岡山醫科 大學歐文業府 ”Arbeiten aus der med. Universitat

 zu Okayama” ノ内容及 ビ投 稿規定

本誌第40年 第5號 記載ノ如ク本大學 ニ於テ歐文雜誌發刊ノ運 ニ至リ,誌 名ハ上記 ノ如 ク決

定,來 ル9月 頃第1號 發行ノ豫定 トナ レリ,其 大體ノ内容及 ビ投稿規定ハ下ノ如 シ.

1)　寄稿ノ範圍　本大學 ニ於クル研究業績ノ發表ニシテ各敎室主任 ノ承認アルモノ トス.

2)　内容　原著及 ビ岡山醫學會雜誌原著ノ抄録 トシ之ニ本學ニ關スル雜報テ擧グ.

3)　即ニ他ノ誌 上ニ發表セラレタル論文ハ之ヲ拒絶 ス.
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4)　本 誌 ニ掲 載 セル 論 文 ハ轉 載 ヲ許 サ ズ.但 シ之 ヲ抄 録 スル ハ此 限 ニ ア ラズ.

5)　原 著 ハ歐 文 トシ,簡 單 ナル邦 文 抄 録 ヲ要 ス.

(但 シ是 ハ岡 山 醫學 會 雜誌 ニ掲 載 ス.)

6)　原著 ハ20頁 ヲ限 度 トス.之 ヲ超 過 セバ著 者負 擔 トス.

7)　原 著 内 ノ表 ハ紙 面上4頁 迄,曲 線 圖及 ビ挿 圖 ハ1箇6坪(1坪 ハ1寸 平方)10圖 以 内迄 ハ無

料 トス.色 彩 圖 ハ著 者 負 擔 トシ,附 圖 ハナル ベ ク廢 止 ス.

8)　原 著 ノ校 正ハ事情 ノ許ス 限 リ著 者 ニ依賴 ス.此 際1頁 ノ 字 數 ヲ增 加 シ又 ハ夥 シキ訂 正 ハ謝

絶 ス.且 著 者 ハ可 及 的 迅 速 ニ返 送 スル コ ト.

9)　著 者 ニ ハ〓 册50部 ヲ贈 呈 ス.ソ レ以 上 ハ著 者負 擔 トス.

10)　論 文 掲 載 ハ受 附順 ニ依 ルモ,編 輯 上多少 ノ變 更 ヲ 見ル コ トアル ベ シ.

11)　原稿 ハ「タ イブ ラ イ ター ヲ」使 用 シ, 1行 置 キ トナ ス コ ト.

附 本 雜 誌 希望 ノ者 ハ岡 山醫科 大 學 附 屬 圖書館内 松田金 十郎 宛 實 費(1册 約1圓20錢)ヲ 添

ヘテ 申 シ込 マ レタ シ
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